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与
那
原
に
も
学
校
を・・.

戸'ー

、ー

-LZ-
百』通院~..

4ヌ¥、

明
治
お
(1
9
0
0
)年
、
大
里
間
切
(
現
与
那
原
町
・
南
城
市
大
里
)

で
は
小
学
校
を
平
良
村
(
図
中
①
の
西
側
)
に
移
転
・
新
築
し
よ
う
、
と

※
1
 

い
う
話
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
刻
し
、
与
郡
原
の
人
々
は
通
学
が

※
2
 

不
便
に
な
る
た
め
、
学
校
を
分
離
し
て
与
那
原
柑
に
1
つ
の
小
学
校
を
新

設
し
て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
運
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
請

願
運
動
の
1
年
後
、
小
学
校
が
新
設
さ
れ
た
の
は
、
現
在
大
里
北
小
学
校

が
あ
る
嶺
井
村
で
し
た
(
図
中
④
)。

※
1

・現
在
の
与
那
原
町
域
を
表
し
て
い
ま
す
。

※
2
:
大
里
間
切
時
代
の
一
集
落
と
し
て
の

「
与
那
原
柑
」
を
指
し
ま
す
。
現
在
の

浜田区・新島区・森下区・中
島区・江口区と港区の一部で構
成さ

れ
て
い
ま
し
疋
。

与
那
原
分
教
揚
設
置

請
願
運
動
か
ら
氾
年
後
、
「
第
一
大
里
尋
常

小
学
校
与
那
原
ハ
刀
教
揚
」
と
し
て
、
与
那
原
に

初
め
て
学
校
、
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
(
図
中
⑤
)

0

1
1
4
年
生
ま
で
の
児
童
が
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
教
室
数
の
都
合
か
ら
5
、
6
年
生
は
嶺

井
村
に
あ
る
本
校
ヘ
遇
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。昭

和
問

(1
9
4
1
)
年
4
月
に
は
、
与
那
原

分
教
揚
が
独
立
し
て
「
与
那
原
国
民
学
校
」
と

な
り
ま
す
。
ー、

2
年
生
の
児
童
は
親
川
と
与

与原

与那原

可F
板良敷

@ 

~ 南城市

③町"

で室、名称変更
南風原問宍え

て
き
たF

/
L
ヘ
伽

②大里尋常小学校(南風原番所傍)

明治 17(1884)年~明治 21(1888)年

※設立年代は諸説あり

500 

⑥ 

。①大里小学校(南風原地区)

明治13(1880)年~明治17(1884)年

※移転年代は諸説あり

学校

実
大里

r 
与那原町史だより一 ①

， . 
※阿1史だより文中の表記は人物名等をのぞき、基本的に漢字やカナは現代のものに統一 し、数字は算用数字

で表記しています。



原
に
あ
っ
た
与
那
原
国
民
学
校
の
ハ
刀
校
に
通

い
ま
し
た
。

⑤第一大里尋常高等小学校与那原分教場

大正 2(1913)年~昭和 16(1941)年 3月

現在の御殿山青少年広場辺りに設置。

昭和 16(1941)年4月に与那原国民学校となる。

与那原分教場の新築工事広告

『琉球新報』明治 45年 6月 13日 1面記事より

第一大里尋常高等小学校与那原分教場

大正 6年 2月 20日撮影【提供】安谷屋謙氏

宣ちしさ
尋常小学校・国民学校つてなに? ④大里尋常小学校-(嶺井地区)

明治34(1901)年、大里尋常小学校の新校

舎として設立。現在の大里北小学校の位置に

あたる。翌年、第一大里尋常小学校に名称を

変更。大正2(1913)年4月には高等科が併設さ

れ、第一大里尋常高等小学校となる。

v 

学校

中学校

尋常

町原風南明治19(1886)年に公布され疋「小学校令」に基づき、尋常小

学校(尋常科 ・4年〉と高等小学校(高等科 :4年〉が設置され

まレ疋。尋常小学校に高等科が併設され疋小学校を「尋常高等小

学校」と言います。

③大南尋常小学校(島袋地区)

明治 22(1889)年~明治 31(1898)年

明治31年には大南高等小学校として発足。

大里尋常小学校は大里間切役所に仮校舎を

設置。
中学校

※この地図は、沖縄県知事の承認を得て、沖縄

県数値地形図を複製レ疋ものである。(平28企

情第 1777号)

※地図内の情報は、『大里村立大里北小学校120

周年記念誌あまごい森』、『大里村史通史編』、

明治33(1900)年~大正2(1913)年の『琉球

新報』を参考に、与那原分教i嘉設置までの学校

位置変遷図を追加しだものである。
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国民学校
(初等科)

亡コは義務教育
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昭和 16(1941)年に公布・施行され疋「国民学校令」によって、

従来の「小学校」という名称が蛮わり、初等科6年、高等科2年

で構成される「国民学校」となりまレた。

参考『学制百年史』文部省 1981年

② ー与那原町史だより



水上機

水面に降りることのできる海軍の飛行機が

よく浜に来ていました。

砂浜

休み時間や放課後は力ニやゴカイを捕まえる

遊び場になりました。 ー

防空壕

天井の無い竪穴の壕が校庭にいくつもあり、

訓練で使われました。

現在もある拝所です。苛当時は学校の敷地内で、

木がた丈さん生えそいで、森のようでした。

二宮金次郎像

白
川

vw

当時の児童

多くの子は裸足で登下校しました。裕福な子は靴がありましたが、

靴を履いていることが恥ず‘かしくて、校内では裸足になったそうです。

色-

与那原町史だより一 ③

ハ
刀
教
揚
か
ら
国
民
学
校
ヘ:・

与
那
原
国
民
学
校
は
、
昭
和
市

(1
9
4
1
)年
4
月
に
そ
れ
ま
で
の

「
ハ
刀
教
揚
」
か
ら
分
離
独
立
し
た
学
校
で
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
新
た
に
第

二
校
舎
が
建
築
さ
れ
ま
し
だ
。

し
か
し
、
学
び
舎
と
し
て
は
長
く
は
続
か
す
、
昭
和
ゆ

(1
9
4
4
)

年
に
な
る
と
校
舎
が
日
本
軍
の
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

敷
地
内
に
は
兵
舎
も
建
築
さ
れ
ま
し
た
。
校
舎
は
昭
和
お

(1
9
4
5
)

年
の
沖
縄
戦
で
焼
失
し
た
だ
め
、
現
在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
戦
後
は
隣

接
す
る
土
地
に
与
那
原
初
等
学
校
が
設
置
さ
れ
、
現
在
の
与
那
原
小
学
校

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
与
那
原
国
民
学
校
が
あ
っ
た
揚
所
に
は
現

在
、
御
殿
山
青
少
年
広
場
と
与
那
原
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。

ゐ
フ
と
は
遣
う
?
朝
礼
の
様
子

与
那
原
国
民
学
校
の
朝
礼
は
雨
の
日
以
外
ほ
ぼ
毎
朝
校
庭
で
行
い
、
〈
王

校
児
童
と
先
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
朝
礼
で
行
わ
れ
た
「
宮
城
遥
拝
」
と

「
平
敷
軍
曹
の
墓
へ
の
遥
拝
」
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
、
〈
王
校
児
童
は
校
庭
で
第
一
校
舎
に
向
か
っ
て
ク
ラ
ス
ご
と
に
整

列
し
、
先
生
た
ち
は
校
舎
の
前
で
児
童
に
向
か
っ
て
横
一
列
に
亜
び
ま
す
。

「
石
斜
め
向
け
斜
め
」
の
合
図
で
一
斉
に
皇
居
の
方
角
(校
舎
の
右
側
)

を
向
き
、
深
勾
と
お
辞
儀
を
し
ま
し
だ
。

続
い
て
「
平
敷
軍
曹
の
墓
へ
の
遥
拝
」
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
平
敷
軍
曹

は
、
昭
和
作
(1
9
4
2
)年
に
ラ
ン
グ
l
ン
で
戦
死
し
た
与
原
出
皇
の
航

空
兵
で
す
。
宮
城
遥
拝
の
あ
と
、
〈
王
校
児
童
は
回
れ
石
を
し
て
平
敷
軍
曹

の
墓
が
あ
る
方
角
(
現
在
の
与
那
原
中
央
病
院
あ
た
り
〉
に
向
か
っ
て

深
々
と
お
辞
儀
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
第
一
校
舎
の
万
を
向
き
、

校
長
先
生
の
挨
拶
が
始
ま
り
ま
し
だ
。



寵球板

与那原国民学校は寵球 (1'¥スケットボーjレ)

が強く、地区大会で優勝しました。

校庭

IT~ .J..Jー，々、
弟一伐舌

防空壕

校門

サイラ一川沿いにありました。

分教場時代は近くに奉安殿があったようです。

※「輿那原因 民拳校鳥取図J，(こむ図にヲわては転載禁止てす[0")

二号図は昭和 16"'-'18"年頃c:i与那原 国民学校を

想定し4てにfますr。

与
那
原
国
民
学
校
の
ギ
モ
ン

O
ラ
ン
ド
セ
ル
は
あ
っ
た
の
?

裕
福
な
子
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
半
の
子
は
教
科
書
な
ど
を
風
巴
叡
に

包
ん
で
体
に
巻
き
通
学
し
ま
し
た
。家
が
学
校
に
近
い
子
は
ベ
ル
ト
の
よ

う
に
腰
に
巻
き
、
学
校
か
ら
遠
い
大
見
武
の
子
は
タ
ス
キ
掛
け
に
巻
い
た

そ
う
で
す
。

O
ど
ん
な
教
科
書
で
勉
強
し
た
の
?

国
民
学
校
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
、
園
語
や
算
数
な
ど
現
在
ち
よ
く

聞
く
名
前
の
教
科
ち
あ
れ
ば
、
修
自
坦
や
園
史
な
ど
聞
き
馴
染
み
の
な
い
教

科
ち
あ
り
、
中
に
は
工
作
な
ど
男
女
で
内
容
が
異
な
る
教
科
書
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
教
科
書
は
、
国
が
編
集
し
た
全
国
一
律
の
「
固
定
教

科
書
」
と
い
う
も
の
で
、
戦
時
中
と
い
う
事
ち
あ
り
戦
争
を
盛
り
上
げ
る

内
容
で
し
た
。

当
時
の
子
ど
も
は
教
科
書
を
毎
日
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
ち
レ
学
校
に
忘

れ
る
と
家
族
に
怒
ら
れ
、
夜
中
で
ち
取
り
に
行
か
さ
れ
ま
し
た
。

O
チ
ャ
イ
ム
は
あ
っ
た
の
?

チ
ャ
イ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
一
校
舎
の
鐘
を
用
務
員
さ
ん

が
鳴
ら
し
て
時
間
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

O
給
食
は
何
を
食
べ
て
い
た
の
?

現
在
と
同
じ
よ
う
に

4
時
間
目
と

5
時
間
目
の
聞
は
思
一
休
み
時
間
で

レ
た
が
、
基
本
的
に
家
か
ら
持
っ
て
き
だ
、
芋
や
米
と
油
昧
噌
な
ど
の
弁

当
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
弁
当
を
忘
れ
だ
子
や
貧
し
い
家
の
子
は

用
務
室
で
芋
が
も
ら
え
た
そ
う
で
す
。

ご
し
ん
え
い
き
ょ
う
い
〈
ち
ょ
〈
ご

O
御
寓
影
、
教
育
勅
語
っ
て
な
に
?

御
真
影
は
当
時
の
天
皇
・
皇
后
の
写
真
で
、
教
育
勅
語
は
当
時
の
教
育

の
目
標
な
ど
が
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
学
校
行

※
ほ
う
あ
ん
し
つ

事
や
記
意
日
に
行
わ
れ
る
儀
式
の
と
き
に
奉
安
室
か
ら
取
り
出
し
て
校

長
先
生
が
式
台
で
掲
げ
た
り
読
ん
だ
り
し
て
使
い
ま
し
た
。

④ ー与那原町史だよ句

※
奉
安
室
(
奉
安
殿
)
・
・
御
真
影
や
教
育
勅
語
を
保
管
す
る
た
め
の
倉
庫
で
、

金
庫
の
よ
う
に
頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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与那原町史だより一 ⑤

大
見
武
収
容
所
か
ら

昭
和
却

(1
9
4
5
)年
6
月
以
降
、
米
軍
は
住
民
が
与※

 

那
原
の
海
沿
い
ヘ
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
大
見
武
収

容
所
で
生
活
を
さ
せ
ま
し
た
。
住
民
に
と
っ
て
は
、
日
々

の
食
事
さ
え
も
十
分
で
は
な
く
、
収
容
所
で
の
生
活
は
厳

し
い
も
の
で
し
た
。
子
ど
も
達
、
が
教
育
を
受
け
る
た
め
の

教
科
書
や
文
房
具
ち
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
天
幕
や
力
ヤ
ぶ
き

の
校
舎
が
造
ら
れ
、
翌
引
年
に
南
風
原
初
等
学
校
、
が
開
校

さ
れ
ま
し
た
。
教
職
経
験
者
な
ど
が
与
那
原
や
南
風
原
の

子
ど
も
達
を
集
め
、
読
み
書
き
や
計
算
を
中
山
に
教
え
て

い
ま
し
た
。

※
収
容
所

:
米
軍
が
占
領
し
た
地
域
の
住
民
を
保
護
・
管
理
す
る

目
的
で
移
住
さ
せ
た
揚
所
の
こ
と
で
す
。
与
那
原
で

は
太
見
武
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
の
引
っ
越
し

昭
和
引

(1
9
4
6
)年
、
米
軍
か
ら
土
地
が
徐
々
に
開

放
さ
れ
、
人
々
は
収
容
所
か
ら
与
那
原
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
男
武
に
あ
っ

た
学
校
ち
現
在
の
与
那
原
小
学
校
の
敷
地
に
移
転
し
、
与

那
原
初
等
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
住
民
や
先
生
、
初
等
学
校
の

7

・8
年
生
が
中

山
に
な
っ
て
校
舎
を
設
置
し
、

9
棟
の
力
ヤ
ぷ
き
校
舎
で

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、
徐
々
に
文

房
具
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



コ
ン
セ
ッ
ト
の
校
舎
に

【提供】山内敏春氏

昭
和
辺

(
1
9
4
7
)
年
に
は
、
与
那
原
初
等
学
校
の
運
動

揚
の
北
側
が
拡
張
さ
れ
、
そ
こ
に
コ
ン
セ
ッ
ト
が
具
志
川
村

栄
野
比
(
現
在
の
う
る
ま
市
字
栄
野
比
)
か
ら
解
体
・
運
搬

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
コ
ン
セ
ッ
ト
と
は
、
米
軍
の
組
み
立
て

式
の
兵
舎
で
、
屋
根
や
壁
を
ト
タ
ン
板
で
覆
っ
た
か
ま
ぼ
こ

型
の
建
物
の
こ
と
で
す
。

こ
の
コ
ン
セ
ッ
ト
は
、
地
域
の
住
民
の
協
力
の
ち
と
、
新

た
に

5
棟
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
部
は
ベ
ニ
ヤ
板
で
仕

切
ら
れ
、

2
つ
の
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
だ
。

移
り
変
わ
る
学
校
舎

昭和29年撮影

昭
和
お

(
1
9
4
8
)
年
に
は
与
那
原
中
等
学
校
が
設
置

さ
れ
、
昭
和

m
m
(
1
9
5
3
)
年
に
現
在
の
中
学
校
敷
地
に
引

っ
越
す
ま
で
の

5
年
間
、
初
等
学
校
と
中
等
学
校
は
同
じ
敷

地
内
に
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
目

(
1
9
4
9
)
年
、
現
在
の
与
那
原
町
域
は
大
里
村

か
ら
分
離
し
、
与
那
原
町
が
誕
生
し
ま
し
だ
。

そ
の

3
年
後
の
昭
和
幻

(
1
9
5
2
)
年
か
ら
徐
々
に
力

ヤ
ぶ
き
校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
、
瓦
ぶ
き
の
校
舎
へ
と
建
て
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
問
、
コ
ン
セ
ッ
ト
と
瓦
ぶ
き

の
校
舎
が
同
時
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
だ
。
そ
の
後
、
昭
和

お
(
1
9
5
4
)
年
に
は
、
新
た
に
ブ
ロ
ッ
ク
建
て
の
校
舎
が

で
き
ま
し
た
。

コンセット校舎(手前右)と瓦ぶき校舎(中央奥)の与那原小学校

ま
た
昭
和
也

(
1
9
7
7
)
年
に
は
体
育
館
、
昭
和
町

(
1

9
8
2
)
年
に
は
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
校
舎
や
施
設
は
数
度
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
、
現

在
の
与
那
原
小
学
校
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。
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安
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額
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リ
え
ま
府
民又

-丸
恵
民
主
同
ユ
申
A
AU

戸主
只

言え
栓
久
本
稿
擁

初等学校つてなに?
初等学校とは現在の小学校にあ疋ります。昭

和 20(1945)年の末頃に国民学校から初等学

校へと改称されまレ疋。国民学校時代に分かれ

てい疋初等科、高等科が一つになり、子どち達

は初等学校で8年間の義務教育を受けまレた。

「小学校」という名称に変わったのは昭和

27(1952)年のことです。 【提供】 l真集平貰氏

⑥ ー与那原町史だより

与那原初等学校 8年生成績優良者貰状



し与那原の学校事情むか

夏休みのI~\f号は?
夏休み前、学校の先生が子どち達ヘ伝え

たJG¥得(注意事項〉を報じた記事。「毎日

天皇皇后両陛下の深い御恩について考え

ることJI生水や熟していない果物を食べ

ないこと」など、当時の世相を反映したち

ののほかに、早寝早起きの呼びかけなど、

今ち蛮わらないちのちあります。
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常
時
常
高
等
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申
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島
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都
銃

一
大
隈
容
認
高
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事
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、
W
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、
商
庶
民

一
の
部
門
岡
茂
生
徒
、
大
型
前
回
凪
派
閥
一役
他
州
市
民
防
相
凡
他

一

一在
郷
軍
人
災
兄
、
民
間
の
軍
令
る
入
々
及
則
自
制
川

一

-
記
者
得
約
百
各
氏
逮
ず

・

一

一式
は
午
前
寸
時
開
始
せ
ら
れ
君

M
代
的
唱
歌
ゐ
λ

リ
一

一敬
W
H
敵
将

M
R抑
制
大
型
化
据
即
位
明
暗
小
僚
綬
匝
誌
に

Z
一

一ウ
て
忠
顕
せ
ら
る
級
以
て
四
段
見
主
等
を
混
成
し

一

一体
保
及
勘
作
遊

anφ
涯
似
綱
曳
等
の
外
男
女
瓶

一

民
友
情
年
官
民
在
郷
軍
人
等
の
続
技
も

b
o都
合

一

間
十
余
例
制
席
よ
〈
行
は
る
奴
〈
て
寓
旗
・
乞
一
一
一
唱

1
問
。
別
宣
告
げ
た
る
は
午
后
間
関
電

4
2

一間
合
後
@
校
同
利
回
側
役
鍋
真
白
胴
衣
民
間
管
中必
の
人
々

で
火
星
北
再
開
羽
詰
小
山
申
訟
に
鈴
て
民
日
怖
を
恕
げ
諜
て

一懇
州
統
曲
宵
宮
催
し
た
。

『琉球新報』大正 3年 8月 3日2面記事より

今年は浜辺で運動会
大里間切※と南風原間切の小学校の連合

運動会が、与那浜(与那原の浜〉で聞かれ

たことを報じる記事。児童の保護者以外に

ち、役場職員・軍人・新聞記者などが見物

にきたことや、競技で綱曳を行ったことな

どち記載されていまま

※間切ー沖縄の日行政区画名。

『琉球新報』明治39年 10月 31日2面記事より

0町史インフォメーション

与那原の教育のあゆみ』の編纂に取り組んでいます。琉球王国時代町史編纂係では平成 28年度から 『図説編

から現代までの与那原の学校教育をまとめた1冊になる予定で、 「図説編」とのタイトル通り、写真やイラストを

ふんだんに使用した、見て楽しい・読んで楽しい町史を目指しています。

そのために、町民の皆様がお持ちの教科書や通知表、卒業証書といった、与那原の学校教育を物語る史料ち司能

このような情報がありまし疋ら、ぜひ町史編纂係までご一報ください。な限り掲載し疋いと考えております。

一一一一一一編集・発行一一一一一一
紹介与那原町史編集委員会

編
集
委
員
会

町史編纂係生涯学習振興課与那原町教育委員会

干901-1303

与那原町字与那原 712番地
委員

農業平責
委員 委員

新垣庸一郎渡名喜興憲
副委員長
山内敏春

長
忍

ロ回
目
丘
(

委

E

与那原町コミュ二ティーセンタ-2階

fax: 098-871 -9982 

表紙写真 :与那原国民学校 〈昭和 17年撮影〉
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